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2018年3月期決算要旨

各事業の状況
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決算概況

 連結売上高 184億円 過去最高 （＋ 26％）

 経常利益 19億円 過去最高 （＋263％）

 純利益 8.9億円 （＋787％）

ポイント

 戦略コンサルティング事業： 売上高過去最高（4期連続）

 インキュベーション事業： 投資加速

– 1社IPOによるゲイン獲得（営業投資）

– PE型投資先であるiPetが上場承認・4月IPO

 特別損益、税金：

– システム開発見直しに伴う除却損（保険）

– 欠損金の期限切れに伴う繰延税金資産取り崩し（保険）

前年比 （参考）保険調整ベース*

2018年3月期 決算要旨

注： 金額の表示単位未満は切り捨て
*         保険セグメント損益を調整（P.4･P.5参照）

同 左

21億円

10.7億円
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（単位：百万円）
2017年3月期

期末

2018年3月期

期末
増減率

戦略コンサルティング事業（セグメント） 3,202 3,275 2.3%

インキュベーション事業 11,324 15,172 34.0%

　　営業投資セグメント 1,179 2,752 133.4%

　　保険セグメント 10,067 12,212 21.3%

　　その他セグメント 78 208 166.6%

セグメント間取引 - ▲ 29 -

売上高合計 14,526 18,418 26.8%

戦略コンサルティング事業（セグメント） 1,861 1,811 -2.7%

インキュベーション事業 ▲ 232 908 -

　　営業投資セグメント ▲ 344 632 -

　　保険セグメント 177 402 126.4%

　　その他セグメント ▲ 65 ▲ 125 -

セグメント損益合計 1,629 2,720 67.0%

　本社費 及び営業外損益 1,102 805 -26.9%

経常利益 527 1,915 263.2%

税金等調整前純利益 527 1,659 214.4%

親会社株主に帰属する純利益 101 899 787.4%

2018年3月期 連結P/L

* 部門運営見直しに伴い、各セグメントへの配賦増

*
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保険セグメント損益の調整項目及び調整額

調整前保険セグメント損益

 普通責任準備金に関する調整額*

 異常危険準備金繰入額**

調整額合計

調整後保険セグメント損益

* 普通責任準備金の算定を初年度収支残方式から未経過保険料方式へ変更した場合の調整額
**   繰入額の影響を排除（戻入れの場合はマイナス）

2017年3月期

177

＋47

＋322

＋370

547

iPetの損益実態を反映するために、以下の2項目を調整

（単位：百万円） 2018年3月期

402

▲117

＋391

＋273

676
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（単位：百万円）
2017年3月期

期末

2018年3月期

期末
増減率

戦略コンサルティング事業（セグメント） 3,202 3,275 2.3%

インキュベーション事業 11,324 15,172 34.0%

　　営業投資セグメント 1,179 2,752 133.4%

　　保険セグメント 10,067 12,212 21.3%

　　その他セグメント 78 208 166.6%

セグメント間取引 - ▲ 29 -

売上高合計 14,526 18,418 26.8%

戦略コンサルティング事業（セグメント） 1,861 1,811 -2.7%

インキュベーション事業 138 1,182 756.5%

　　営業投資セグメント ▲ 344 632 -

　　保険セグメント 547 676 23.4%

　　その他セグメント ▲ 65 ▲ 125 -

セグメント損益合計 1,999 2,994 49.7%

　本社費及び営業外損益 1,102 805 -26.9%

経常利益 897 2,189 143.9%

税金等調整前純利益 898 1,933 115.3%

親会社株主に帰属する純利益 358 1,071 199.0%

2018年3月期 連結P/L（保険セグメント調整ベース）

*

注： 保険セグメントの調整による金額変更箇所は赤文字で記載
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2018年3月期 会社別経常損益前年対比

2017年3月期（損益額：億円） 2018年3月期 増減理由

5.2 19.1合 計

DI他*

iPet**

DIM

4.3 16.0  キャピタルゲインの増加

1.7 4.4
 堅調に成長

 資産運用による営業外利益0.3億円

▲0.8 ▲1.3
 売上は引き続き増加傾向

 新規海外現地法人の設立等、先行投資
コストも計上

＋13.9

＋11.7

＋2.7

▲0.5

* 海外拠点含む
** 連結上ののれん償却を加味

参 考
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その他資産52億円

ベンチャー投資
46億円

現預金 74億円

純資産 109億円

負債 63億円

内IPET非支配株主持分
10億円

純資産 増減内訳

 当期純利益 ＋8.9億円

 非支配株主持分 ＋0.1億円

 その他包括利益等 △2.5億円

 SO行使 ＋0.5億円

 配当金支払 △0.3億円

 合 計 6.7億円

2018年3月末
（総資産： 193億円）

その他資産69億円

ベンチャー投資
61億円

現預金 62億円

純資産 116億円

負債 77億円

内IPET非支配株主持分
10億円

2017年3月末
（総資産： 173億円）

2018年3月期 連結B/S
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95

337

33

18

2018年3月期 連結従業員数

注： 各内訳人数は勤務地ベース（取締役を除く、臨時従業員を含む）、各月末日退職者を含む

（人）

グループ連結会社

370 → 422名

（前期末比114.1％）

ビジネスプロデュース
機能

123 → 126名

（前期末比102.4％）

2018年3月末
計548名

（対前期末比111.2％）

2017年3月末
計493名
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DIマーケティング

10 3
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連結業績推移 参 考

売上高/経常利益
（億円）

（年/月期）

ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ
(PE型)売上

ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ
(VC型)売上

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ売上

経常利益*

IPO数 4 1 2 2 1

* 直近2期は保険セグメント損益調整後の修正経常利益

累計26

90.9

133.4
126.9

145.2

184.1
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2018年3月期決算要旨

各事業の状況
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事業構造 継続方針 新規取組

戦略
ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ
（PE型）

ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ
（VC型）

ﾍﾞﾝﾁｬｰ投資育成

Board Walk:

電子ﾁｹｯﾄ

現 状

同60億円

大企業ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

 特に成長戦略 /

事業創造支援

同32.7億円

 ｲﾝｸﾜｲｱﾘｰ増加

iPet**: ﾍﾟｯﾄ保険

DIM**: ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ
ﾏｰｹ（東南ｱｼﾞｱ）

同122億円

 ﾏｻﾞｰｽﾞIPO

同100万人突破

同650万人

新規発掘

今後の注力

ｱｼﾞｱの
「知のﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ」

継続支援

会員DB活用

「ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ」
能力/ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ強化

*       減損は売却損として加味
** 連結子会社

前期状況

投資残高約50億円

売上32.0億円

 競合: McKinsey

BCG

売上高100億円

 業界2位

会員数70万人

 東南ｱｼﾞｱﾄｯﾌﾟｸﾗｽ

会員数450万人

 電子ﾁｹｯﾄｻｰﾋﾞｽNo.1/

DI出資後3年連続成長中

 直近5年Exit投資倍率2倍*

概 要

印ﾌｧﾝﾄﾞ設立

日/米/亜
三極投資加速
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戦略コンサルティング事業（セグメント）

業績推移 取組状況

売上高は4期連続過去最高を更新

 17/3期海外大型案件の反動減を
国内案件増が上回る

 ブランディング強化により
インクワイアリ増加

主なプロジェクトテーマ

 AI/ロボティクス戦略支援

 デジタルマーケティング戦略支援

 イノベーション組織設計支援

 技術開発戦略策定

 M&Aアドバイザリー

 幹部人材育成

売上高

ｾｸﾞﾒﾝﾄ
損益

（百万円）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500 3,2753,202

2,667
2,504

2,171

1,861

490

1,439

1,811

1,288

'14/3末 '16/3末'15/3末 '17/3末'18/3末

一部本社費配賦 本社費配賦なし
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顧客概要

* ㈱ユーザベース「SPEEDA」の業界小分類に基づき、顧客業界を分類
**    FA事業、教育事業、海外事業の顧客企業を含む（但し、非営利団体、

ベンチャー、金額の小さいPJ等を除く）

顧客の業種顧客の規模

業界*順位（企業数**）

合 計

売上高構成比
（％）

100億円未満

100～500億円

500～1,000億円

5.5

1,000～5,000億円

5,000億円以上

16

78.1

4

4

3

5

経常利益

4位
以下3位2位1位

9

16.4

2

72

2

参 考

製造業

官公庁/
政府系機関

情報
通信

メディア･
コンテンツ

商社・
金融

消費財・
流通

建設・
不動産

サービス
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インキュベーション事業（1） 営業投資セグメント

業績推移 取組状況

投 資** 24社

 新規17社、追加 7社（次ページ参照）

IPO / EXIT*** 1社

 エル・ティー・エス

減 損 2社

主要ベンチャーポートフォリオ（百万円）

 日本* 1,905（16社）

 アジア 1,867（14社）

 米国 576（ 9社）

合 計 4,349（39社）

* 簿価200万円以上のプリンシパル投資先のみ（金額は簿価、 Post-IPO除く）
**       SO取得含む（ファンド投資、Post-IPO除く）
*** Post-IPO除く

売上高

ｾｸﾞﾒﾝﾄ
損益

（百万円）

2,752

1,179

703

3,671

▲344▲148

835
632

▲500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

2,577

1,011

'14/3末 '16/3末'15/3末 '17/3末'18/3末

一部本社費配賦 本社費配賦なし
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2018年3月期 ベンチャー投資／支援実績

日 本 アジア米 国

： 追加投資

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ学習
ﾛﾎﾞｯﾄ販売

超小型ｶﾞｽ検知
ｾﾝｻｰ開発

ｵﾝﾗｲﾝﾍﾟｯﾄ
ｺﾐｭﾆﾃｨ運営

ﾁｬｯﾄ向け
ﾀｽｸ管理ﾂｰﾙ

ﾁｬｯﾄﾒｯｾﾝｼﾞｬｰ

SAAS

超小型衛星
ﾈｯﾄﾜｰｸ開発

電子ﾁｹｯﾄ
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
習得ｻｰﾋﾞｽ

買取価格
比較ｻｲﾄ運営

英会話教室
運営

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂ
製作/配信

変革支援
ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

産業用ﾄﾞﾛｰﾝ
ｿﾌﾄｳｪｱ提供

給与即日支払
ｼｽﾃﾑ開発提供

 他2社

(シンガポール)

AIを活用した
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

(インド)

個人事業者向
決済ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

(インド)

健康管理ｱﾌﾟﾘ
(インド)

ﾁｬｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ
ｻｰﾋﾞｽ

(インド)

個人認証
ｻｰﾋﾞｽ  他3社

Root Robotics C2Sense

Analytical
Space Waggle

Workast Layer

ボードウォーク ブレイカー エル・ティー・エス

div

ジラフトライオン

CLUE ペイミー Instamojo
AnyMind

Group

Active 
IntelligenceHealthifyme

Baldor 
Technologies
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IPO銘柄

* 顕在株ベース（上場承認時）

株式会社エル・ティー・エス

2002年3月

樺島 弘明

2017年12月14日（東証マザーズ市場）

連結売上 24.0億円

当期純利益 1.1億円

16.5％

ロボティクス・AI・ビジネスプロセスマネジメントを
活用した働き方改革促進支援

設 立

代表者

上場日
（上場市場）

直近年度
業績

出資比率*

事業内容

参 考
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各地域別の投資戦略

日 本

アジア

米 国

注力領域 戦 略

起業家プール作り

 自社メディア、勉強会

次世代若手 × 有望起業家

圧倒的マクロ成長分野

（特にBtoC）

地場有力VC等との共同投資

最先端ビジネス/技術分野
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DIインド

デジタルファンド

（第1号）
 総額： 15～50億円

 期間： 最長10年

DIインドデジタルファンドの設立

インド

（GP）

日本企業
エンタメ系企業
ネット企業
金融機関 等

現地ベンチャー企業
モバイルゲーム

 Fintech

 Health Tech
 HR Tech 等

現地の親密VC

日 本

 案件の共同発掘

 投資先価値向上
での連携

 投資

 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

目指す姿：日印のデジタル・ビジネス創出プラットフォーム

（投資先）

（共同投資パートナー）

（他LP候補）

（アンカーLP）

出資（10億）

ファンド運営

出資（5億）

株式会社アカツキ
（スマホゲーム）
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戦略的パートナーシップ

投資（主要）

グローバル投資体制

三極展開：日・米・アジア

アジア： ネクストフロンティア

日本： 世界に挑むホーム市場

米国： イノベーションの震源地

インド

東南
アジア

参 考
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マイネット 上原社長

ユーザベース 新野取締役

オークファン 武永社長

マネーフォワード 辻CEO

アライドアーキテクツ 中村社長

面白法人カヤック 柳澤CEO

SHOWROOM 前田社長

ジラフ 麻生社長

AnyMind Group 十河CEO

http://venturenavi.dreamincubator.co.jp/

インタビュー掲載 イベント

起業家のためのクローズドな勉強会

「CEO Night」を開催

 第1回ゲストは、オークファン

（マザーズ上場）武永社長

実績ある起業家のインタビュー記事を
掲載し、SNS発信

 主なインタビュー実績

上 場

未上場

日本：起業家プール作りを強化 参 考

http://venturenavi.dreamincubator.co.jp/
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インド：圧倒的マクロ成長領域に分散投資

コンシュマー
テック

フィンテック

モバイル
エンタメ

ヘルスケア
テック

シェア経済

HRテック

仮想通貨

モバイルゲーム ①

健康管理アプリ⑦

C社⑧ 宅配薬局

②

③

④

⑤

チャットバンキング

中小企業決済PF

A社保険仲介PF

⑥B社富裕層向けOTA

D社⑨ カーシェア

⑩
個人認証
サービス

累積投資先10社

参 考
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米国：最先端技術に投資し、ビジネスプロデュースに活用

Boston

New York

ハードテック
（大学発技術ベンチャー）

：AIﾋﾟｯｷﾝｸﾞﾛﾎﾞｯﾄ

：超小型ｶﾞｽｾﾝｻｰ

：超小型衛星ﾈｯﾄﾜｰｸ

：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ学習用
ﾛﾎﾞｯﾄ

デジタルメディア

：ﾍﾟｯﾄｺﾐｭﾆﾃｨPF

参 考

(C2Sense)

(Analytical Space)

Los Angeles

San Francisco

デジタルツール

：ﾁｬｯﾄ開発ﾂｰﾙ

：ﾓﾊﾞｲﾙｹﾞｰﾑｺﾐｭﾆﾃｨ

：ﾁｬｯﾄ特化ﾀｽｸ管理PF

(Plexchat)
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インキュベーション事業（2） 保険セグメント（iPet）

業績推移 取組状況

売上高

ｾｸﾞﾒﾝﾄ
損益**

堅調に成長

 売上高：＋21％（対前年比）

 セグメント損益：＋126％

特別損失、税金費用が一時的に発生

 基幹システム除却損 2.5億円*

 繰延税金資産取り崩し 1.0億円*

4月25日に東証マザーズIPO

12,212

10,067

8,126

6,363

5,100

451
547 606

157

▲2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

▲1,046

（百万円）

'14/3末 '16/3末'15/3末 '17/3末'18/3末

一部本社費配賦 本社費配賦なし

* 除却損：開発見直し、税金資産：欠損金期限切れ
**  直近2期は調整後保険セグメント損益
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iPet：2018年4月25日 東証マザーズIPO

 DI持分： 58.94%（顕在ベース）

 時価総額： 200億円（株価3,890円*）

 DI保有方針： 当面、継続保有・支援

* 2018年4月末時点
**       公募増資に伴う持分変動に伴うもの。2019年3月期 第1四半期に計上
*** 潜在ベース

保有状況/保有方針 財務会計インパクト及び含み益

時価総額 200億

DI連結簿価

110億

（持分55％***）

含み益 +82億

資本剰余金+5.3億**

 PL計上なし
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インキュベーション事業(3) デジタルマーケティング(DI Marketing)

取組状況業績推移

日本営業本格化、受注は大幅増

 売上高：+166％（対前年比）

 東南アジア3国でのパネル会員数も
100万人を突破

成長に向けた投資を継続しつつ、
通期黒字化も視野に入れる

DIベトナムと連携し、「アジアの知の
プラットフォーム化」を目指す

 グループ体制を変更予定

（百万円）

売上高

ｾｸﾞﾒﾝﾄ
損益

▲150

▲100

▲50

0

50

100

150

200

250

'16/3末'15/3末 '17/3末 '18/3末

208

78

34
23

▲125

▲65

▲99

▲47
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DIベトナム＋DIM＝アジアの知のプラットフォーム

DIベトナムとDI Marketingを
統合

 5拠点体制*

− 東京、ベトナム、
タイ、インドネシア、
インド（DI）

*    グループ再編に伴い中国拠点は発展的に閉鎖

旧DIベトナム（DIV）

 戦略コンサルティング

旧DI Marketing（DIM）

 市場調査

 マーケットエントリー調査

 データベース販売

① 100万人の消費者データベース

 ベトナム、タイ、インドネシア

② 多様なサービスメニュー

 戦略立案からデータ販売まで

 クライアントニーズに対応

サ
ー
ビ
ス

強

み

今
後
の
体
制



27© DI 2018- ALL RIGHTS RESERVED.  

2018年3月期 期末配当金

2018年3月期

連結当期純利益

配当額
（1株当たり配当）

配当性向*

2017年3月期

29.69%

101百万円

29.16%

899百万円

（3円00銭）
30百万円

（26円00銭）
262百万円

* 配当額÷連結当期純利益
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2019年3月期 通期見通し

プロフェショナルサービス事業*

 継続成長

– 中長期で約15％ /年

– デジタルマーケティング
のマネタイズ化

インキュベーション事業

保険セグメント

 継続成長

その他セグメント

 その他事業の仕込み

営業投資セグメント

 IPO/トレードセールで

複数社の売却を見込む

2018.3 2019.3

156億円⇒ 180億円

27億円 ⇒ α 億円

<売上高合計>

180＋α億円

<売上高>

* グループ再編に伴いDI Marketingはセグメントを移行予定




